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 ◎広報ぬまづ・館内ポスター・チラシ等もあわせてご覧ください。

おはなし
フェスティバル

【日時】 12月７日（土）
13：00～13：30 工作

13：45～15：00 おはなし

【会場】 沼津市立図書館４階 講座室

申込不要！
直接会場へ
お越しください

Ｎｏ.１０５

２０１９年 秋号
(令和元年10月15日 発行)

Facebook

情報配信中

沼津市立図書館

＠NumazuTosyo

>> 小学生の部 10：00～11：30
>> 中学生の部 13：00～16：30

12月 15日 （日）

沼津市立図書館 ４階 視聴覚ホール他

どなたでも観戦できます！会場へ直接お越しください！

【日 時】 令和元年11月10日（日）

13：30～15：00（開場13：00）

【会 場】 沼津市立図書館４階 視聴覚ホール

【定 員】 200人（先着順）

【参加料】 無料

【申込方法】10月９日（水）９：30から

電話、電子メールまたは図書館カウンターにて受付

【申込・問合せ先】 055-952-1234

library@city.numazu.lg.jp

【内 容】 沼津を舞台にした歴史小説のほか、

講演会講師の作品等もあわせて紹介

【期 間】 令和元年10月11日（金）～11月17日（日）

【会 場】 沼津市立図書館４階 展示ホール

【入場料】 無料

伊東 潤（いとう じゅん）さん

1960年神奈川県横浜市生まれ。

早稲田大学卒業。

2007年『武田家滅亡』でメジャーデビュー。

2010年に専業作家となる。

【主な文学賞受賞歴】

第34回吉川英治文学新人賞(2013年)

受賞作 : 『国を蹴った男』

「歴史小説を読む楽しみ」

読書週間 企画展

「読みたくなる歴史小説」



『スカラ座の序曲・

前奏曲・間奏曲集』

200年以上の歴史を誇る

ミラノ・スカラ座で

初演されたオペラより

セレクトした珠玉の管弦楽曲集。

３階ＡＶ

ＣＤ
（13）

リッカルド・シャイー/指揮

スカラ座フィルハーモニー管弦楽団/演奏

ユニバーサルミュージック（2017.9）

１階一般 （648.18）

『ブルーチーズドリーマー 世界一のチーズをつくる。』

伊勢 昇平/著 エイチエス（2019.7）

世界一のチーズを故郷の江丹別で作り、世界一の村にする。

夢を叶えるためにブルーチーズ作りを通して培われた人生観や、

ものづくりのノウハウをまとめた奮闘記。

ビジネス書のような要素がたくさん詰まっています。

２階郷土 （K372）

『幕末維新期の洋学と幕臣』
樋口 雄彦/著 岩田書院(2019.8)

「沼津兵学校の研究」、

「見る読む静岡藩ヒストリー」の著者が、

幕末における幕臣の洋学と

静岡藩での旧幕臣の洋学の実相について例示する。

１階一般 （913.６/フジ）

『龍の袖』
藤原 緋沙子/著

徳間書店(2019.7）

千葉道場の娘で武芸に秀でた佐那は、

稽古に来た坂本龍馬と出会う。

幕末から明治へ、時代の過渡期を

駆け抜けた龍馬を生涯想い続けた

女性の人生物語。

２階一般 （910.26/カド）

角野 栄子/著 平凡社(2019.8)

日常の魔法に満ちた物語を

書き続けてきた角野栄子の世界。

本人直筆のイラストやメモ、

旅先の思い出の品などとともに

国際アンデルセン賞受賞作家の

魅力に迫る。

『角野栄子エブリデイマジック』

おすすめ

資料

１階児童 （Ｅ/カコ）

『サン・サン・サンタひみつきち』

かこ さとし/著 白泉社（2019.9）

たった1日で各家庭をいっせいに

訪れることができる

サンタクロース。

北極の氷の下にある

大きな工場にその秘密が!?

かこさとしの

隠れた名作絵本を復刊。

３階ＡＶ

ＤＶＤ
（130）

『X-ファイル：真実を求めて』

クリス・カーター/監督

20世紀フォックスホーム

エンターテイメントジャパン

（2009.5）

全世界で社会現象を巻き起こした

海外ドラマの金字塔

「X-ファイル」の映画版。

伝説のコンビ、モルダーとスカリーが

人智を超えた怪事件に挑む。



　☆開館日・開館時間☆

　火～日曜日：9：00～17：00

　☆休館日☆

　月曜日・祝日の翌日・年末年始

　※詳しくは各地区センターにお問合せください。

大平地区は地形的に独立した地域であったため、分村することなく大平村として幕末を迎え、明治22年（1889）町村制
施行で従来のまま大平村として発足、昭和30年（1955）沼津市と合併し、大平が沼津市の大字となる。
大平には山沿いの主な小字名として以下のような地名があるが、他の地区のように江戸時代に村を形成した大字名
ではない。
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市内には16の地区センター図書室があります。今回はそのなかの1つ、大平地区センター図書室を紹介します。

他に、小高い山を控えた土地を示す小山
こやま（おやま）

、松の生えていた場所の近くを示す松下
まつした

、大平山への入口となっていた山口
やまぐち

、

同じように山向こうの多比へ通じる入口を示す多比口
た び ぐ ち

などがある。

天正の頃甲州征伐の折、桃源院住職宗古和尚が武田の重臣原加賀守の縁者であったので、これをたより、４人の
縁者が寺領に住んでいた。時として、故郷を思い、仲秋の月見などを行っていたが、この地の風光がよいので、
月ケ洞と名づけたと伝えられている。また、月の光のさしこむ山あいの低地を意味しており、月の光が眺められる
山あいの地であったことから、名づけられたとも言われている。

土地の中央に大きな井戸（涌水）があったことから、この名がつけられたという。
また、井は湿地を意味することから、この地が広い湿地帯であったためとも言われている。

昔、この地に三位中将平重衡が流され、夫人が面会に尋ねてきたが、厳重な警備のため会えずに帰ったといわれた
ことから、地名が生じたと言われている。

正戸とも称し、関東ローム層のマサ土が露出していたところから
付けられた地名で、当字が使われるようになったと言われている。

この地は、大平の中心部に位置している。至徳２年(1385）大平が
開発されたころ、開発された土地の三分の一を領主のものとして
差し置かれたことから、この地名が付けられたと言われている。

昔、この地に頭の中将円江が御殿を建て、その後、人々が「殿がやつ」は何処か、と尋ね来るようになった。
「やつ」とは谷を意味する方言なので、殿ケ谷と書いて「とがや」と呼ばれるようになったと言われている。
また、戸は家を意味することから、家が建っている谷あいの土地という意味とも言われている。
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 －参考文献－
 ♦ 『沼津・三島・清水町 町名の由来』 辻真澄/著 静岡新聞社 1992　　　　 ♦ 『大平の民俗』 静岡県教育委員会文化課県史編さん室/編 静岡県1987
 ♦ 『沼津市誌 下巻』 沼津市誌編纂委員会/編 沼津市教育委員会 1958　 ♦ 『ふるさと大平之記 第１集』 山本俊幸/編 ふるさと大平之記を作る会 1980

代は、田地を意味する言葉であり、横代とは横田のことをいう。
横に長く田地が続いていたことから、この地名が付けられたと
言われている。
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担当：石田さん(右端)

他３名

町村制による町村
明治22年（1889）

大平
村

たくさん本を借りる方もいれば、

図書室で熱心に本を読んで

いかれる方もいます。
「私の好きな本があった！」と言ってもらえると、

とても嬉しいです。

頻繁に本の入れ替えに来てもらえるおかげです。

地区センターに図書室があって、本が借りられる

ことをご存知ない方も多いと思います。

さまざまなジャンルの本がたくさんあるので、

多くの方に利用してもらいたいと思います。



日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 1 2 1 2 3 4 5 6 7

6 7 8 9 10 11 12 3 4 5 6 7 8 9 8 9 10 11 12 13 14

13 14 15 16 17 18 19 10 11 12 13 14 15 16 15 16 17 18 19 20 21

20 21 22 23 24 25 26 17 18 19 20 21 22 23 22 23 24 25 26 27 28

30 31 30 29 30 31

８日 『インディ・ジョーンズ　魔宮の伝説』 ５日 『ハムナプトラ２　黄金のピラミッド』 3日 『愛は静けさの中に』

15日 『インディ・ジョーンズ　最後の聖戦』 12日 『ハムナプトラ３　呪われた皇帝の秘法』 10日 『綾小路きみまろ　爆笑！

22日 『ｲﾝﾃﾞｨ･ｼﾞｮｰﾝｽﾞ　ｸﾘｽﾀﾙ･ｽｶﾙの王国』 19日 『ｾﾝﾀｰ･ｵﾌﾞ･ｼﾞ･ｱｰｽ２　神秘の島』 　最新ライブ　ベストセレクション１』

29日 『ハムナプトラ　失われた砂漠の都』 26日 『ロスト・ワールド　ｼﾞｭﾗｼｯｸ･ﾊﾟｰｸ』 17日 『クリスマス・キャロル』

28 29

1日
『インディ・ジョーンズ
　　レイダース失われたアーク』

25 26 2727 28 29 24

図書館ホームページ
（パソコン・スマートフォン）

館内端末（OPAC）
携帯電話

あかずきんちゃん

毎月第３日

１４：００～

どなたでもどうぞ！

ちいさなおはなし会

毎週木

１０：３０～

０～３歳対象

読みメンのおはなし会

毎月第２日

１０：３０～

どなたでもどうぞ！

グループあおむし

毎月第１土

１１：００～

どなたでもどうぞ！

アンの部屋

毎月第２土

１１：００～

どなたでもどうぞ！

ラディッシュ

毎月第３土

１１：００～

どなたでもどうぞ！

おはなしふくろう

毎月第４土

１１：００～

どなたでもどうぞ！

よるのおはなし会

偶数月 第４金

１９：００～２０:００

どなたでもどうぞ！

＝ 休館日 火･水･木

金

土･日･祝･振替休

・・・

・・・

・・・

９：３０～１８：３０

９：３０～２１：００

９：３０～１７：００

開館

時間＝ 祝日（開館しています）
イベント カレンダー

お
は
な
し
の
会

毎週火曜日14:00～ ４階視聴覚ホール(定員200名)ぬまづ火曜上映会

上映予定作品 注：(※)印の作品は、字幕での上映となります。

便
利
だ
に
ゃ
！

https://www.tosyokan.city.numazu.shizuoka.jp/opac/wopc/pc/pages/Top

から読みたい本を予約できます。

図書館HPの↓ここからログインしてください。

雑誌スポンサー企業を

ご紹介します！

スポンサー企業名

１ 株式会社フヂイ

２ 協同組合沼津商連会館

３ 大手町会館

４ 有限会社ワシントン靴店

５ 有限会社香貫石材工業

６ 生活クラブ生活協同組合静岡

７ 沼津ヤナセ株式会社

８ フルールオオトミ

９ 夢入（ゆめいる）

10  鶏林食品株式会社

11 マルサン書店

雑誌名

日経トレンディ

オレンジページ

週刊文春

婦人公論

旅の手帖

レタスクラブ

たまごクラブ

母の友
CAR GRAPHIC
LEVOLANT
Driver

フローリスト

月刊クーヨン

NHKきょうの料理
PHP

「雑誌スポンサー制度」とは、

図書館が所蔵する雑誌の購入資金をご負担いただくことで、そ

の雑誌のスポンサー（広告主）になり、その雑誌の最新号カバー

等にスポンサー名や広告を掲載することができる制度です。

随時、スポンサーを募集していますので、お気軽にお問い合わ

せください。

ご存知ですか？

パスワードを

登録しておけば、

インターネットやOPACから

予約ができます！

15日 ビブリオバトル

おはなし

フェス

７日 おはなしフェスティバル


